
指導方法等の改善計画について 〔 数 学   〕                        中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 小学校第５学年で学習する「単位量当たりの大きさ」の内容に係わる問題であるので，校区内の小学校と連
携を取り，どのような指導をしているのか情報を収集する。その上で，意図的に割合を考えさせる場面を設定
し，関係を表した図や具体的な数を用いた式や言葉の式を利用して数量の関係を正確に捉えさせ，文字式と比
較して考えさせることを通して，数を用いた式と同様の考え方を用いていることに気付かせる。特に，基準量
は何かを常に意識させながら図や式と関連付けて説明させる指導を行う。 

◇ 

 

 

※ 小中一貫した取組については，…。 

 

 
 

 

◎ 文字式の表し方の問題に課題がある。「ア」と誤って答えている生徒が４９.

８％。（通過率３９.１％） 

 

 

◇ 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査 ◇全国学力・学習状況調査 重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業等） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率 

本校   ％ 
全国   ％ 
県   ％ 

A問題 本校   ％ 
全国   ％ 
県   ％ 

 

B問題 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校    ％，県    ％） 

◎「基礎・基本」 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 
２年生 

休み明けテスト    
２年生 Ｈ２８
「基礎・基本」 

１年生 Ｈ２８
「基礎・基本」 

１・２年生 
学年末テスト 

目標値 ７０．０％    ７５．０％ ７０．０％  ７５．０％， 
８０．０％  

実施後数値        

 
◇全国学力 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ３年生 
休み明けテスト   ２年生 Ｈ２８

「全国学力」 
３年生 

休み明けテスト  ２年生 
学年末テスト 

目標値 ６０．０％   ６０．０％ ７０．０％  ７０．０％ 

実施後数値        
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右クリック，グラフオブジェクトの編集で

数値を入力 

領域別平均通過率(数学)
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別紙 ４（参考様式） ４教科共通シート      

【グラフの貼り付け方】調査結果入力ファイルの「領域別平均通過率」「設問ごとの平均通

過率」で作成されるグラフをコピーして使用する。（方法例：グラフを画面に表示し，

「PrintScreen]キーを押し，このシートに貼り付けると画面がそのままコピーされるの

で，word等に「貼り付け」「トリミング」「サイズ変更」等の操作を行って調節する。） 

 

３月１６日までに，実施後数値を入力し， 

ホームページを更新する。 

 

来年度に向けて 

図形領域では，定着が

不十分と考えられるの

で，今後も復習を継続す

る。 

 

これまでの取組の課

題とこれからの取組

の方向性を明記 

※年間の取組後に記入  

 

今回調査の重要課題と捉える領域，あるいは設問をあげ，誤答を分析し，

生徒のつまずきを明記 

（通過率が３０％未満あるいは無回答の割合が高い設問の中から絞る。） 

 
今までの指導を改善し，長期的な視点で，生徒にどのような力を付けるのかを明記（通過率３０％未満の

生徒に対する具体的な手立ても記入） 

 
重点課題を中学校区の課題として捉え，小中一貫して取り組む

内容を中学校区で統一して明記 

 



指導方法等の改善計画について 〔 国 語 科 〕            呉市立呉中央中学校 
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◎グラフや表などの資料から分かる内容を説明する学習活動を行う。グラフや表などの資料から複数の情報を読み取り，

その中から自分に必要な情報を吟味して表現に生かしていけるようにしていく。その際，様々な形態の資料に出会わせ

るようにする。また，資料を読み解くときのポイント（横軸，縦軸の単位，最高値，最低値，数値の変化など）を押さ

え，様々な場面で活用できる力を身に付けさせる。 

◇漢字の行書の基礎的な書き方を理解するために書写の時間において漢字の特徴・特長を確認させる。さらに，会議で

用いられる用語など語彙を増やすよう，言葉の意味や用法などを確認する時間をとる。また，伝えたい事柄について，

自分の考えや気持ちだけではなく明確な根拠も書く活動を行う時間を設ける。 

※小中一貫した取組については，読書を推奨し，協働の場を設定し，言語活動を工夫しながら要旨を捉える学習を積み

重ねる。他教科でも，複数の資料や複数の叙述から，情報を取り出し，自分の考えと区別して書く活動を設定する 

 
 

 

 

◎情報の取り出し，伝えたい事実の明確な記述に課題がある。グラフの意味する

ことを理解できていないため，必要な数値を使って，具体的に記述することが難

しかった。（通過率 ３２．６％） 

 

◇Ａ問題では，「楷書と行書の違いを説明する」が５１．３%（県平均５８．６%），

「話し合いの結論として適切な言葉を考え」が３７．２%。（県平均３４．８%）

Ｂ問題では「比喩を用いた表現に着目し，感じたことや考えたことを書く」が５

３．８%（県平均４１．７%）と課題がある。 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査 ◇全国学力・学習状況調査 重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業等） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率 
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本校 ８１％ 
全国７７．４％ 
県 ７８％ 

A問題 本校 ７７％ 
全国７２．２％ 
県 ７３％ 

 

B問題 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校 ６８．９％，県 ６９．２％） 

 

◎「基礎・基本」 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ２年生中間テスト   ２年生期末テスト   ２年生学年末試験 

目標値 ５０％   ６０％   ７０％ 

実施後数値 ３５％   ５１％   ５５％ 

 
◇全国学力 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ３年生中間テスト   ３年生期末テスト ３年生学年末テスト ３年生全国学力状
況調査  

目標値 ７０%   ７０．５% ７２．０％ ７５．０％  

実施後数値 ５５％   ６０％ ６３％ ６５％  

 

来年度に向けて 

表現技法などの知識や語

彙力を高めるために，反

復的な学習を行う。また，

グラフや表，文章などの

複数の資料から根拠を探

し，自らの考えを書く時

間を多く設ける。 
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  指導方法等の改善計画について 〔 数 学 科 〕            呉市立呉中央中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎比例・反比例の判別場面で, 判別する式の形が分数であるかといった見た目だけの判断にならないように, 比

例・反比例の定義を意識させる。そのために, 比例定数が整数のものだけでなく, 分数となるような比例関数を扱

っていく。また, 立体同士の関係を覚えさせるだけでなく, その関係を利用しなければ解くことが難しい問題を扱

い, 性質を利用する有用性を実感できるようにする。 

◇関数かどうかの判別問題において, 「～は…の関数である」ということを定義に戻って確認させる。また, 図形

の移動については, 移動した先を記号で選択するのに加え, その移動の過程について説明する課題を設定する。 

※小中一貫とした取組については, １年間を通じて計画的に重点課題となっている問題について, 単元のまとめ

の学習をする際, 発展問題・活用問題として幅広く学習し, 式や言葉を用いて自分で説明できる表現力を身に付け

させる。重点課題について, 職員全体で把握し, 常に次につながる学習を意識して児童生徒の指導にあたる。 

 
 
 

◎①比例定数が分数である式の比例・反比例の判別に課題がある。 

（通過率４８.３％） 

 

◎②底面積と高さが等しい円錐と円柱の体積の関係を, 言葉では理解しているが, 

具体的な数値において利用することに課題がある。（通過率５０.６％） 

 

◇Ａ問題では，「関数の意味を理解している」が２５．６%（県平均２１．９%），

Ｂ問題では「２つの図形の関係を回転移動に注目して捉え, 数学的な表現を用いて

説明することができる」が９．０%（県平均１３．７%）と課題がある。 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査 ◇全国学力・学習状況調査 重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業等） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率 
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本校 72.2％ 
全国 64.6％ 
県 64.0％ 

A問題 本校 55.7％ 
全国 48.1％ 
県 48.0％ 

 

B問題 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校  68.1  ％，県  66.9  ％） 

 

◎「基礎・基本」 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法  2年生 
中間試験 

2年生 
期末試験   2年生 

Ｈ２９「基礎基本」 
2年生 

学年末試験 

目標値  ４０．０％ ４５．０％   ５５．０％ ６０．０％ 

実施後数値  ４５．３％ ４７．３％   ６２．５％ ４３．５％ 

 
◇全国学力 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法  3年生 
中間試験 

3年生 
期末試験  3年生 

Ｈ２７「全国学力」 
3年生 
学年末  

目標値  ２５．０％ ３０．０％  ４０．０％ ４５．０％  

実施後数値  ５３．１％ ５４．８％  ４３．５％ ３３．３％  

 

来年度に向けて 

関数分野への対策をして

きたが, まだ苦手意識が

強い。引き続き補充の問

題を解く取組をしたい。

定義に基づいた問題など

の充実が必要である。 
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             呉市立呉中央中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◎①実験や観察で得られた事実や既知の科学的な知識をもとに考察し，結論を導く過程を重視し，積極的に授業

に取り入れるとともに，そこで得られた結論を根拠をもって説明する学習活動を組み入れる。また，分類の際に

は，フローチャートなどを用い，大きな分類から小さな分類へ順序を追って分類していくという分類の手順を踏

ませる。 

◎②物質に，固有な数値と条件によって変わる数値を意識させるために，生活の中で当てはまる事象をその都度

例示する。また，グラフを読み取るスキルをつけさせるために，実験を通してグラフを書く力をつけさせる。 

※小中一貫した取組については，基礎的・基本的な内容をおさえるとともに，問題解決の過程において，実験の

目的を明確にさせ，結論を自分の言葉で表現させることや生活と関係付けて説明することに重点をおいて指導す

る。 

 

 
 
 

◎①岩石の観察結果を基に考察し，岩石を分類することに課題がある。 

（通過率１４．６％） 

 

◎②固体の量を変化させて加熱したときの温度変化の様子を推測することに課題

がある。（通過率１２．４％） 

 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業等） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校５２．２％，県５０．８％） 

 

◎「基礎・基本」① ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法  ２年中間試験  ２年期末試験 ２年 H29 
「基礎・基本」  １年 H29 

「基礎・基本」 

目標値  ６０％  ６５％ ６５％  ５０％ 

実施後数値  ４７％  ６６％ ６０％  ４５％ 

 
◎「基礎・基本」② ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法  ２年中間試験  ２年期末試験 ２年 H29 
「基礎・基本」  １年 H29 

「基礎・基本」 

目標値  ６０％  ６５％ ６５％  ５０％ 

実施後数値  ４７％  ６６％ ６０％  ４５％ 

 

来年度に向けて 

基礎的な科学的知識や技

能の習得をより確実なも

のとする。また，問題解

決の過程の中で，科学的

知識を使用し，根拠に基

づく結論を導く学習活動

を充実させ，そこから得

られた知識と生活とを関

係付けさせる。 

 

指導方法等の改善計画について 〔 理 科 〕  



指導方法等の改善計画について 〔 英 語 科 〕            呉市立呉中央中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                   

                             

                            

 

 

 

 

 

 
 

 

◎①様々な疑問文を用いた会話を帯活動で繰り返し行い，尋ね方や応答の仕方をマスターさせる。また質問や依 

  頼などの表現を用いた文をペアで練習し定着させるとともに，スキット作りをし，場面や状況に応じた応答 

 ができるように指導を行う。 

◎②まとまりのある英語を聞き，聞き取りのポイントを示し，概要や要点を聞き取る学習活動と読み取りのポイ

ントを示し，アンダーラインを引きながら情報を整理する学習活動を繰り返し指導する。 

  さらには，整理した情報について英語で質問をする学習へとつなげていく。 

※小中一貫した取組については，小学校の外国語活動では音声によるコミュニケーション活動を重視しているが， 

英語を使う必然性のある場面を具体的に設定し，相手意識をもって伝えたり理解したりすることに重点をおい

て指導をする。 

 

  

 
 

 

◎①会話の場面に応じて，yes-no疑問文を用いて，簡単な文を書くことに課題が 

ある。（通過率６１．４％） 

 

◎②情報を整理しながら，その大切な部分を正確に読み取ることと， 

  内容に関連した質問を書くことに課題がある。 

（通過率５６．８％ 無答率 １４．８％） 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査 重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業等） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校７４．６％，県 ７２．４％） 

 

◎「基礎・基本」① ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法  ２年生 
中間試験 

２年生 
期末試験   ２年生Ｈ２９年 

「基礎・基本」 
２年生 

学年末試験 

目標値  70.0％ 75.0%   80.0% 85.0％ 

実施後数値  65.0% 68.0%   82.0% 83.0% 

 
◎「基礎・基本」② ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法  ２年生 
中間試験 

２年生 
期末試験   ２年生Ｈ２９ 

「基礎・基本」 
２年生 

学年末試験 

目標値  60.0% 65.0%   70.0% 75.0% 

実施後数値  58.0% 60.0%   74.5% 79.0% 

 

来年度に向けて 

帯活動を活用し，身近な

場面を想定しての英語で

の応答練習を継続して指

導していく。さらに読む

ことや話すことの活動を 

書くことにつなげる指導

を充実させる。 



 
２ 質問紙調査 （「基礎・基本」定着状況調査             ：生徒質問紙調査） （全国学力・学習状況調査：生徒質問紙調査） 

（１）生活・学習  

 生徒の回答についての 

課題（現状値） 

授業改善の方向性や 

具体的な取組 

学

年 

目標値 検証方法 検証 

時期 

実 施

数値 

現状値から 

の伸び 

基
礎
・
基
本 

１ヶ月の読書冊数が０～３冊以

下の生徒の割合が高い。 

（69.7％） 

未読者をなくすため，定期的にブッ

クトークを実施する。帰りの会で

「心に残った本」を紹介する１分間

スピーチを行う。 

２ 未読者 

20.0% 

以下 

生徒アンケート ２月 21％ ＋9.6 

全 

国 

学校の授業以外で普段，１日あた

りの読書時間を１０分より少な

い生徒の割合が高い。（55.1％） 

毎日，読書する習慣をつけるために

「朝の時間に｣本を読む時間を設け

る。 

3 読書時間

３０分以

上の生徒

３0.0% 

以上 

生徒アンケート １月 34％  

 

（２）教科  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  
生徒の回答についての 

課題（現状値） 

授業改善の方向性や 

具体的な取組 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

国 

 

語 

基
礎
・
基
本 

「国語の授業の中で，学んだことの

振り返りをしています。」の肯定的回

答は５６．２％であり，振り返りに

課題がある 

新たな視点の発見や意欲の向上に

つながる振り返りの時間を確保す

る。 

２ ６５％ 
生徒アンケート

の実施 
２月 

64.1

％ 
＋7.9 

全 

国 

学校の授業などで，自分の考えを他

の人に説明したり文章に書いたりす

ることが難しいと思う。（５０．

２％） 

自分の考えを述べたり，文章の内容に

ついて説明したりする時間を設ける。 
３ 

３０．０％

以下 

生徒アンケート

の実施 
１月 

43.1

％ 
＋7.1 

数 

 

学 

基
礎
・
基
本 

数学の授業では，式が何を表
しているか考えたり, 式に当
てはまる問題を作ったりし
ています。(56.2％) 

答えが複数考えられる開かれた問

題や, 与えられた式から問題を作成

する活動を取り入れる。 

２ 
60％ 

以上 

生徒アンケート

の実施 
２月 

62.2

% 
+6 

全 

国 

数学の授業で学習したこと

を普段の生活の中で活用で

きないか考えますか。

（66.7％） 

日常の事象に関連した題材, 特に生

徒がイメージしやすいものについ

て考察する場を設定する。 

３ 
70％ 

以上 

生徒アンケート

の実施 
１月 79% 

+12.

3 

理 

 

科 

基
礎
・
基
本 

理科の授業の中で，学んだこ
との振り返りをしています。
（55.1％） 

 

授業の最後に，再度本時のめあてを

振り返る時間と場を確保する。 

２ 
65％ 

以上 

生徒アンケート 

の実施 
２月 59％ ＋４ 

英 

 

語 

基
礎
・
基
本 

英語の授業では，聞いたり読

んだりしたことについて，メ

モを取ったり，感想や意見な

どを話したり書いたりして

います。（53.9％） 

英語を聴く時には，メモを取る学習

を繰り返し，英語で書いて自分の意

見や感想を伝え合う学習の場を設

定する。（ペア→全体） 

 

 

２ 
60％ 

以上 

生徒アンケート 

の実試 
２月 61％ ＋7.1 

数学の授業では，式が何を表しているか考えたり, 式に当てはまる問題を作った
りしています。 

英語の授業では，聞いたり読んだりしたことについて，メモを取ったり，感想や

意見などを話したり書いたりしています。 

国語の授業の中で，学んだことの振り返りをしています。 

理科の授業の中で，学んだことの振り返りをしています。 

１ヶ月に何冊くらい本を読んでいますか。（教科書や問題集，漫画，雑誌はのぞきます。） 


